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140　　　胃血管性高血圧治療（PTAまたはby　pass手

術施行）前後の分腎嶺能測定の有用性

　油野民雄，高山輝彦，中鶴憲一，瀬戸幹人．道岸

　隆敏，利波紀久，久田欣一（金沢大学　核医学）

　腎血管性高血圧の治療法であるPTA（percutaneous

translu■inal　angioPlasty）またはby　pass手術施行

前後に，9Y，n　Tc－DTPAおよびIM　I一ヒップランを用いて分

腎機能を測定し，左右各腎のGFRおよび［RPFの腎クリ

アランスの面より評価した。今回，片何性腎動脈狭窄

10例，両側性腎動脈狭窄2例の計12例で検討したが，

主として軽度ないし中等度機能低下例ではPIAにより，

高度機能低下例ではby　pass手術により治療が行なわ

れた。またG「Rおよび［RPFはRIの初期腎摂取率法にて

求められたが，いずれも治療直前と，冶療後1週聞以

内およびその後数か月毎に測定が行なわれた。

　今回の検討の結果．治療前の高度機能低下例では．

治療後も分腎機能の改善が見られなかった。一方治療

後腎機能の改善が見られた例では，血圧および血漿レ

ニン活性値の改善と共にクリアランス値も改善したが．

そのma　GFRの改善よりもERPFの改善の方が大なる結果

を示した。さらに治療前に見られたカプトプリルによ

る狭窄腎のGFRの特異的低下が，治療後消失した。ま

たPTA治療後腎動脈狭窄の再発が見られた例では，治

療後の経過観察中クリアランス値の低下を示した。

141　　腎血管障害例での核医学的検討

呉幹純｝頴川晋！藤野淡人｝石橋晃｝石井勝巳F

中沢圭治デ依田一重2（北里大学泌尿器科｝伺放射

線科2）

　各種腎血管障害例における腎シンチグラフィーの臨

床的意義を検討したので報告する。

　対象は過去5年間に当施設で経験した21例で，既
に検討発表した腎血管性高血圧症，急性腎不全および

腎外傷例は省いた。内訳は，腎梗塞9例，腎動静脈奇

形2例，腎動脈瘤1例，腹部大動脈病変（大動脈瘤，

大動脈炎）に伴う腎血流低下9例である。

　腎シンチグラフィーは，すべて99mTc－DTPAを用いた

動態検査にて行い，血流相，機能相および排泄相の各

イメージとガンマカメラ・レノグラムを作成して解析

を行った。特に血流相の解析には，Per・fusion　Index

（Hilson）の変法を利用した。

　その結果，腎シンチはこれらの疾患の中で，とくに

腎梗塞の部分腎機能の解析と追跡には有用であり，腎

内血管の動脈瘤の検出は困難のように思えた。また演

者の一人，石橋がかって家兎腎を用いたオートラジオ

グラフィーにて，部分的腎梗塞は単に梗塞血管支配領

域のみでなく，患側腎健常部の機能低下をも来すこと

を示したが，今回腎シンチグラフィー上でも臨床的に

同様な所見を得たので考察を加えて提示する。
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